〇　公務員批判をぶっ飛ばせ！～仕事だけでなくNPO活動、ボランティア活動、地域おこしなどに積極的に関わるべし
· 「住民参加型行政」というのは不遜。むしろ、「行政（公務員）参加型地域づくり（おこし）」を実践すべき
· 一定数の休日を使ってそういう活動することを、公務員に奨励または努力義務を課してはどうか？（任命権者から認定された活動に当たる場合は、旅費程度の実費は公費で弁償する制度を作ってもいいだろう）

· 休日の活動実績に応じて、さらに平日も活動出来るように特別休暇を与えたっていい
· これにより日本全国、地域の隅々が元気になる可能性がある（「地域が元気にならなければ日本が元気にならない」という言う人が多いが、綺麗ごとを言うだけではダメで、みんなが実践活動をすることが重要）

· 国は「公務員のNPO活動、ボランティア活動、地域活動等を助長するための特別措置法（仮称）」でも制定してはどうか？地方都市や周辺町村では、現実としては既に実行されている面もあるが、独自に条例を制定しようと思えば出来るはず（実は小さな市町村ほど当たり前に実践をしているのだ）
· ある学者の言葉
「内部改革はいくらでもごまかせるが、外部を相手にした仕事はごまかせない。組織内部を効率化する仕事に手を抜いてはならないが、こまめに住民と接触する外部相手の仕事の方が、公務員自身を変える起爆剤になると考える。そのため、まずやるべきことは、すべての職員に週１回の市内回り・住民との接触を通じたニーズの把握を義務づけることだ」
　

· これから退職する団塊の世代の公務員の人たちをこういった活動のリーダーとして養成し、民間の同じ世代の人たちと融合して活動できるようにしていきたい
